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2024 年 10 月 1 日（火） 

【赤い羽根共同募金】 

カブ隊 企画担当副長 

大西 美由紀 

今年も都民の日に尾山台、上野毛、奥沢、緑ヶ

丘の 4 駅で赤い羽根の募金活動をしました。全体的

に出席率は良かったものの、組によってはスカウトが少

なく心配もありましたが、「カブの活動で赤い羽根募金

が 1 番好き。」「1 時間半は短いからもっと長くやりた

い。」など嬉しい言葉も聞けました。また、スカウトに頑

張ってねと声をかけて下さる方も多く、地域の方々との

繋がりも感じられ、充実した活動になったと思います。 

平日のラッシュより少し遅い時間帯でしたが、皆さん

が前向きに取り組んで下さり、昨年度を越すたくさんの

募金が集まりました。ご協力ありがとうございました。 

1 組 DL 

小渕 康平 

私は、はじめての募金活動への参加でした。世間

は私が思っていたより募金に協力的で少し驚きました。 

1 組のみんなは、かわいいきれいな声でお願いして

いてその声に癒されました。 

2 組 うさぎ 

遠藤 伊織 

同じクラスの友だちも何人か来てくれて、募金をして

くれました。チラシ配りも楽しくて、募金活動は大事だ

と思いました。 

2 組 くま 

広江 直人 

募金活動は僕の一番大好きな活動です。だから張

り切って大声を出していたら、募金をしてくれる人がたく

さん来てくれました。 

来年はボーイスカウトになるので、もう募金活動は

出来ないと思います。しかし、次も「尾山台フェスティバ

ルでカブスカウトを活動してくれる人を増やす」という目

的の活動で楽しみにしています。ぜひ応援してください。

よろしくお願いします。  



2024 年 10 月 19 日（土）～20 日（日） 

【尾山台フェスティバル】 

カブ隊 企画担当副長 

杉山 明日香 

カブ隊は、育成会の

広報活動ブースのお手

伝いとして参加いたしま

した。 

19 日（土）は 30 度を超える暑さ、20 日（日）

は打って変わって上着が必要なほどの寒さの中、火お

こし・八の字結び体験、そしてチラシ配りと元気よくカブ

スカウトたちは頑張ってくれました。未就学児や小学

1,2,3 年生くらいの参加いただいた方にとても上手に

やり方を伝えていて、見ていて微笑ましく誇らしかったで

す。 

また来年もあると思うので、この経験を活かし、がん

ばってほしいです。 

3 組 DL 

坂本 淳子 

今年は DL として参

加し、火おこしを初め

て体験しました。 

カブ隊もビーバー隊

も皆、元気な声で呼

び込みできていました

し、火おこしを指導する姿もとても頼もしかったです。お

天気にも恵まれ、たくさんの子ども達にブースに立ち寄

ってもらえて良かったです。ありがとうございました。 

3 組 くま 

松本 孝太 

たくさんのお客さんに火の起こし方や紐の結び方を

教えました。3 年目だけど、やっぱり人に教えるのは難

しかったです。 

4 組 くま 

坂本 隼 

火おこしをやさしく教えてあげることができました。 

たくさんのお客さんに来てもらえて嬉しかったです。 



2024 年 10 月 27 日（日） 

【大山登山】 

カブ隊 企画担当副長 

西山 武秀 

今回の活動は、大山登山です。一泊舎営の溝口

宿&二子宿、皇居ハイクの赤坂御門に続く、大山街

道シリーズのフィナーレを飾ります。スカウト達は自らの

足で山を登り、頂上本社での大山詣りを目指します。 

今年度のスカウト達はとても逞しく、ほぼタイムスケ

ジュール通りのペースで快調に登っていきます。疲れた

等のグチもなく、私が同行した 3 年間の中で一番スム

ーズな足取りでした。初挑戦の大人達のほうがついて

いくのがやっとで、スカウト

達の体力気力に感心しま

した。無事本隊全員が登

頂し、大山詣りに成功しま

した。 

その後は待ち望んでいた昼食タイム。今年度はスカ

ウト自身が持参した水と、隊で用意したバーナー&鍋

を使って、ミニラーメン作りにもチャレンジしました。霧が

かった寒い山頂での温かなスープとラーメンは格別です。

限られた昼食時間のため終始バタバタとしてしまいまし

たが、スカウト達の喜んだ顔を見て、嬉しく思いました。 

再び元気を回復して、下山します。鎖場などに盛り

上がりながら、最後まで頑張ってケーブル駅まで戻りま

した。帰路も大きな遅延なく二子玉川に戻り、全員

怪我なく元気で解散ができました。隊長副長、DL の

皆様、同行の保護者の皆様、ありがとうございました。 

翌日は筋肉痛が出ているかと思います。痛みも含

めて、スカウト達の良い思い出になってくれたら嬉しく思

います。 



1 組 くま 

高橋 柚季 

去年も登ったので様子がわかっていて、今年は簡単

に登り切ることができました。頂上で食べたチキンラーメ

ンがとても美味しかったです！ 

辛かった事は最初の急な階段を登った時です。ボー

イスカウトのお友達と一緒に登る事が出来てとても楽

しかったです！ 
2 組 くま 

広江 直人 

今日は山登りでした。７回転んだので、ことわざ通

り七転び八起きでした。転んで泥だらけになっても、手

洗い場所がないので飲み水で洗いました。 

頂上に着いたら霧が山一面に広がっていたので、頂

上から見える景色はぼやけ見えた木と霧だけなので残

念でした。お腹が空きすぎておにぎりとミニラーメンを食

べてもお腹は満腹にはなりませんでした。 

家族全員も来て、弟が崖から落ちないか心配でし

た。 

  



2024 年 10 月 12 日（土）～14 日（月） 

【シルバーウルフトレーニングキャンプ】 

オットセイ班 

杉山 慎之介 

今回のキャンプでは、大きく分けて 2 つのことを学びました。 

1 つ目はコミュニケーションの重要性です。事前集会でもコミュニケーションのことについて話し合い、考えが深まり

ました。また、班員に指示するときも具体的に自分が思っている通りに伝えることが難しくて、大切だと思いました。 

2 つ目はロープワークです。シルバーウルフの前は角縛りや筋交い縛りに自信がなかったのですが、ウッドクラフト

や BS ラリーなどでしっかり自分のロープワーク技術も向上できたと思いました。 

このようなことを学べたシルバーウルフキャンプは、いろいろきついこともありましたが、楽しいキャンプになりました。

ここで得たことを後輩に伝えていき、より良いスカウトになりたいと思いました。 

 
 

2024 年 10 月 14 日（月） 

【BS ラリー】 

オットセイ班 

長谷川 吏玖 

今回はシルバーウルフ最終日にラリーがありました。後輩の成長と変化が感じ取れました。 

また、計画書の提出と、観察章、野営章を取得できてとても有意義なものになったと実感しました。 

カモメ班 

柳 怜汰 

初めて BS ラリーに参加しました。BS ラリーでは、まず立ちかまどをたてました。いつもと違い 3 脚の横の竹が 1

本でした。たった 5 分 30 秒で立てることができ、驚きました。2 番目のコンパスでは、8 番目までしか行けず、悔し

かったです。最後の火おこしでは、なんと 10 分を切り、1 番乗りで水を沸騰させることができました。 

結果発表の時なんと 1 位になりました。とても嬉しかったです。来年も 1 位を目指したいです。 

 
 

2024 年 10 月 19 日（土）～20 日（日） 

【尾山台フェスティバル奉仕】 

トナカイ班 

水野 百々福 

今日は尾山台フェスで交通整理をしました。個人的

に大変だったことは声を張ることと、寒さに耐えることでし

た。また、人の誘導などやる事が沢山あり、大変でした。

また来年も参加したいです。 


